
4月10日(月)から、長野市若穂川田地区で川田条

里遺跡の発掘調査をおこなっています。この調査は、

(仮称)若穂スマートインターチェンジ整備事業

(※1)に先立っておこなうもので、６月末までを予

定しています。期間中、大型重機をはじめ、車両が

出入りしますので十分ご注意ください。

また、調査区域内には危険な場所もありますので、

許可なく立ち入らないようお願いします。発掘の見

学を希望する方は、事前にご連絡ください。

川田条里遺跡 発掘だより

≪川田条里遺跡の発掘調査がはじまりました≫
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≪川田条里遺跡ってどんな遺跡？≫

ジオスライサー打ち込み作業

「長野市文化財データベース」(※２)によると、弥生時代中期～近世の水田遺跡とされ

ています。1989～1990年に当センターが上信越自動車建設事業に伴い発掘調査を実施し、

上記の各時期の水田跡が重層的に検出・調査され、各時期の水田の変遷が把握されました。

特に古墳時代と奈良時代の小区画水田、奈良・平安時代の条里型水田の発見は全国的にも

注目されました。また、川田条里遺跡の範囲内に位置する川田氏館跡について、1999年

に長野市教育委員会が川田保育園（現、認定こども園川田）の改築工事に伴って発掘調査

を実施し、15世紀後半の館跡東端の工作遺構が調査されました。今回の調査地点は、両

者の中間に位置しています。

皆さまのご理解とご協力をお願い申し上げます。

かわだしやかたあと

か わ だ じょう り

川田小学校

発掘調査範囲

認定こども園
川田

≪令和4年度の調査成果≫
調査区内４か所に設定した延長20ｍ程度の直線４本に各

10地点、これに１地点を加えて計41地点で、鋼矢板を杭打

機で打設する地層抜き取り調査（ジオスライサー掘削法）

を実施しました。地表下４ｍまで打ち込み、厚さ10㎝ほど

地層を抜き取り、採取した土層断面を現地でデジタルカメ

ラで撮影し、画像処理を行った上で、地点ごとに柱状図を

作成しました。また、層位ごとに年代測定等の科学分析に

要するサンプルを採取し、分析を専門業者に依頼しました。

その結果、今回の整備事業に伴う影響範囲には、高速道建

設で面調査を実施した、古墳時代～奈良時代に比定される

水田面が、少なくとも２面存在することがわかりました。
抜取り試料の観察・実測
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本年度の調査区は、スマートインターチェンジ

の調整池に相当する部分で、地表下２ｍまで掘削

を伴う地形改変等の影響が及ぶため、その深さま

でを記録保存調査の対象としています。現道をは

さんで高速道路側をA区、川田小学校側をＢ区とし、

崩落防止等の安全面に配慮し、現道から10ｍ離れ

た場所にそれぞれ3カ所調査区を設定し、調査を進

めています。

※ 1 く わ し く は 長 野 市 の ホ ー ム ペ ー ジ

（ https://www.city.nagano.nagano.jp/n181000/co

ntents/p005571.html）をご覧ください。

※ 2 くわしくは長野市文化財データベース(bunkazai-

nagano.jp/modules/dbseach/page0601.html）をご

覧ください。

≪今月のイチ推し‼ 川田氏館跡に関連する遺構群を発見‼≫

≪令和５年度の調査≫

どこう

昨年度の調査成果から、深さ約１ｍで検出され

る水田面を目指し、重機で掘下げていたところ、

深さ約80㎝のところで、柱穴状の落込みや溝跡を

確認しました。

精査を進めていくと、柱穴状の落込みは規則的

に配列され、建物を構成していた柱穴であること

がわかってきました。また、溝跡は、南北方向に

延びるものと東西方向から、南北方向に向きを変

えて延びるものがあり、土地の区画に基づくもの

ではないかと想像されます。遺構内外から、青磁

碗のかけらや土師器皿等が出土しており、時期的

にも、遺構の様相からも川田氏館跡に関連する遺

構群であると考えています。

これらの遺構群はＡ区では確認されておらず、

Ｂ区で確認された南北方向に延びる溝跡が境界に

なっている可能性があります。

今後、溝跡を中心に掘り下げていきます。どん

なお宝が埋まっているか、乞うご期待です。

重機による表土剥ぎ業

掘立柱建物跡（ＳＴ１）

南北に延びる溝跡（ＳＤ２）

せいじ

わん は じ き さら

ほったてばしらたてものあと
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